
 

 

第１号議案 令和５年度事業報告 

 

１． 会議の開催 

（１）定例総会（ハイブリッド開催） 

 ＜令和５年度定例総会／令和５年６月１２日／東京・アルカディア市ヶ谷＞ 

   第１号議案 令和４年度事業報告 

   第２号議案 令和４年度決算報告ならびに監査報告 

   第３号議案 令和５年度事業計画案 

   第４号議案 令和５年度収支予算案 

 

（２）理事会（ハイブリッド開催） 

＜第１回理事会／令和５年６月１２日／東京・アルカディア市ヶ谷＞ 

１．定例総会への対応 

２．研修会への対応 

３．その他・今後の予定日程 

＜第２回理事会／令和６年２月８日／東京・アルカディア市ヶ谷＞ 

１．令和６年度事業計画原案について 

 ２．令和６年度収支予算原案について 

 

（３）正副会長会議（ハイブリッド開催） 

＜第１回／令和５年１２月１３日／東京・アルカディア市ヶ谷＞ 

１.アンケート調査の結果・分析について 

  ２.文科省委託事業への対応 

 

２． 委員会活動 

 運動方針に掲げた課題等の研究討議や協会事業の企画運営のため、各委員会で活動。 

（１） 高等専修学校総務委員会 

 ○総会・理事会への対応 

 ○会議開催状況 

  第１回 総務・研修合同委員会（ハイブリッド） 

日時：令和５年５月１０日 

      場所：アルカディア市ヶ谷 

      議題：定例総会・理事会・研修会の開催について 

          

  第２回 制度改善研究・総務 合同委員会（ハイブリッド） 

      日時：令和５年８月２２日 

      場所：アルカディア市ヶ谷 

      議題：令和５年度運動方針の状況について 

 

第３回 制度改善研究・総務・研修 合同委員会 合同委員会（ハイブリッド） 

      日時：令和５年１０月１３日 
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      場所：アルカディア市ヶ谷 

      議題：令和５年度事業の推進・教職員研修会の開催について 

 

第４回 正副会長・総務・研修・制度改善研究委員会 合同委員会（ハイブリッド） 

      日時：令和５年１２月１３日 

      場所：アルカディア市ヶ谷 

      議題：令和６年度運動方針骨子の検討・教職員研修会の進行について 

 

（２） 研修委員会 

 ○管理者研修会（ハイブリッド開催） 

日程：令和５年６月１２日 

会場：アルカディア市ヶ谷 

受講者：高等専修学校管理者等４５名（来場者・オンライン受講計） 

第１部テーマ：「日本の教育行政について」 

講師：赤池 誠章 自民党政務調査会副会長 専修学校等振興議員連盟事務局次長      

参議院議員  

第２部テーマ：「私学法改正について」 

講師：菊田 薫 全国専修学校各種学校総連合会 参与 

 

〇教職員研修会の開催（ハイブリッド開催）  

日程：令和５年１２月１３日 

会場：アルカディア市ヶ谷 

受講者：高等専修学校教職員等５１名（来場者・オンライン受講計） 

第１部テーマ：「不登校経験を有する生徒さんに相対するカウンセリング」 

講師 藤川 章   一般社団法人 日本スクールカウンセリング推進協議会 理事 

第２部テーマ：「発達障害等を有する生徒さんに相対するカウンセリング」 

講師 喜多 徹人 高等専修学校神戸セミナー校長・カウンセラー 

             

○会議開催状況 

  第１回 総務・研修合同委員会（ハイブリッド） 

日時：令和５年５月１０日 

      場所：アルカディア市ヶ谷 

      議題：定例総会・理事会・研修会の開催について 

 

第２回 制度改善研究・総務・研修 合同委員会 合同委員会（ハイブリッド） 

      日時：令和５年１０月１３日 

      場所：アルカディア市ヶ谷 

      議題：令和５年度事業の推進・教職員研修会の開催について 

          

  第３回 正副会長・総務・研修・制度改善研究委員会 合同委員会（ハイブリッド） 

      日時：令和５年１２月１３日 
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      場所：アルカディア市ヶ谷 

      議題：令和６年度運動方針骨子の検討・教職員研修会の進行について 

 

（３） 制度改善研究委員会 

○高等専修学校の実態に関するアンケート調査・兼：「学びのセーフティーネット」機能の

充実化（調査研究）（文部科学省委託事業：令和５年度「専修学校による地域産業中核的

人材養成事業」） 

   本年度最終年度を迎える、文部科学省の委託事業「学びのセーフティーネット」機能

に関する実態調査も兼ねて、高等専修学校における就学支援金支給状況・卒業後の進路

状況と学校評価・情報公開等の状況、ならびに学びのセーフティーネット、インターン

シップなど地域と連携した教育、インクルーシブ教育、教員の働き方改革を含む学校運

営体制、新型コロナウイルス感染症拡大防止への対応を伺う設問等を整え、１０月より

実態アンケート調査を実施。会員校１８９校に送付し８７校から回答を得た（回収率４

６％）。 

○会議開催状況 

   打合せ（担当役員・事務局担当）（ハイブリッドおよびオンライン） 

日時：令和５年４月６日・１９日・２６日・２７日 

       場所：全専各連事務局 

       議題：新規事業の検討 について 

 

第１回 制度改善研究・総務 合同委員会（ハイブリッド） 

       日時：令和５年８月２２日 

       場所：アルカディア市ヶ谷 

       議題：令和５年度運動方針の状況について 

 

第２回 制度改善研究・総務・研修 合同委員会 合同委員会（ハイブリッド） 

       日時：令和５年１０月１３日 

       場所：アルカディア市ヶ谷 

       議題：令和５年度事業の推進・教職員研修会の開催について 

 

第３回 正副会長・総務・研修・制度改善研究委員会 合同委員会（ハイブリッド） 

       日時：令和５年１２月１３日 

       場所：アルカディア市ヶ谷 

       議題：令和６年度運動方針骨子の検討・教職員研修会の進行について     

 

（４） 体育振興委員会 

○第３３回全国高等専修学校体育大会の開催   

  日 程：令和５年７月２４日～２６日 

会 場：富士北麓公園、富士河口湖町民体育館、鐘山総合スポーツセンター 

主 催：全国高等専修学校協会、特定非営利活動法人ＮＰＯ高等専修教育支援協会 

主 管：全国高等専修学校協会体育振興委員会 
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後 援：文部科学省、山梨県、富士吉田市、富士河口湖町、公益社団法人東京都専修学

校各種学校協会、株式会社専門学校新聞社 

協 賛：アサヒ飲料株式会社、日本卓球株式会社、株式会社モルテン、ナガセケンコー 

株式会社 

協 力：一般社団法人山梨県専修学校各種学校協会、社団法人日本ウエルネススポーツ

吹矢協会ＮＰＯ高等専修池袋支部 

出場校：２３校（参加者約７００人） 

 

 ○会議開催状況 

  第１回 日程：令和５年５月２２日 

      会場：cocobunji プラザ 

      議題：第３３回大会について 

  第２回 日程：令和５年７月７日 

      会場：cocobunji プラザ 

      議題：第３３回大会の実施について 

  第３回 日程：令和５年９月２８日 

      会場：cocobunji プラザ 

      議題：第３３回大会の反省・次年度大会の競技運営について 

第４回 日程：令和５年１１月２９日 

      会場：国分寺南口駅前店 

      議題：次年度大会の競技運営について 

  第５回 日程：令和６年２月７日 

      会場：cocobunji プラザ 

      議題：次年度大会の競技運営について 

 

３．全国高等専修学校協会生徒表彰 

  令和５年１１月中旬、会員校へ申請書類等を送付。 

 

４．「ニュース高等専修」の発行 

  成果報告会、第３３回全国高等専修学校体育大会の結果、令和５年度全国都道府県別高

等専修学校助成状況、などを掲載して３月に刊行した。 

 

５．特別交付税措置獲得運動 

  文科省委託事業により作成した高等専修学校の実態に関するアンケート調査等を根拠に、

高等専修学校に対する都道府県による運営費補助制度の創設・拡充および地方財政措置（特

別交付税）の創設を要望する。具体的な手続として、各都道府県協会を通じて各都道府県

に要望し、各都道府県の要望を受けた全国知事会からのはたらきかけとともに、文科省か

ら総務省への要望、全専各連の対議連要望を経て、国による地方財政措置（特別交付税）

の創設を目指す。令和５年度からの要望の結果、令和５年７月２６日付全国知事会要望に

おいて要望が記載され、同年１１月２４日の議連総会における要望が決議文にも反映され

た。今後も引き続き活動し、更なる進展・地方財政措置創設の具体化を目指す。 
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６．教科書採択に関する運動 

令和４年九州ブロック大会により要望事項として全専各連に提出された高等専修学校の

教科書採択における高等学校との公平な取扱いについて、事務局が中心となり文部科学省

や教科書団体等関係者と協議し、教科書選定機会の向上に向け引き続き取り組む。具体的

には、高等専修学校の教科書採択に関するアンケート調査を実施し、結果をもとに協議。

結果：会員校１８７校のうち有効回答数１２４校（６６.３%）。有効回答数のうち、教科書

使用校数と使用率は９５校（有効回答のうち７６.６%、会員校全体では５０.８％）使用校

の教科書入手方法は書店における購入や技能連携先からの供給が殆ど。また教科書使用校

のうち、使用校自身が教科書を選定している校数はそれぞれ、使用校が選定：２６校、第

三者が選定：６９校（内訳：技能連携先が選定：５７校、本部や本部校が選定：３校、そ

の他の理由：９校）。使用されている教科書数は合計９万７千５百冊前後。教科書団体等関

係者との協議の結果、上記アンケートで自校が教科書を選定していると回答した２６校を

対象に、冊数等の条件を前提に、教科書見本の献本の対象校とすることとなった。 
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